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♯004Ｐ
Ｃ
建
協
第
13
回
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
７
年
５
月
15
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

第
13
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。同

日
開
催
の
理
事
会
で
は
、
退
任
の
稲
田
義

行
氏（
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱
）と
樋
口
靖

明
氏（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
）に
代

わ
り
、八
木
橋
浩
隆
氏（
ド
ー
ピ
ー
建
設
工

業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
鈴
木
洋
一
氏

（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）
が
新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ
新

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。来
賓
に
は
国
土
交
通
副
大
臣
の
古

川
康
衆
議
院
議
員
、
佐
藤
の
ぶ
あ
き
参
議

院
議
員
、
国
土
交
通
省
よ
り
廣
瀬
昌
由
技

監
、
山
本
巧
道
路
局
長
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。今
回
の
出
席
者
数
は
約
４
０
０
人
と
な

り
、
会
場
は
終
始
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

け
ん
ざ
か
茂
範
氏
、
参
議
院
議
員
選

挙（
比
例
代
表
）に
初
当
選

　

令
和
７
年
７
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
27

回
参
議
院
議
員
選
挙（
比
例
代
表
）で
、Ｐ
Ｃ

建
協
が
職
域
代
表
と
し
て
推
薦
し
て
い
た
、

け
ん
ざ
か
茂
範
氏（
元
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
長
）が
22
万
に
迫
る
票
を
獲
得
し
、

上
位
に
て
初
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
１１
日
に
け
ん
ざ
か
茂
範
氏
ご
本
人

が
Ｐ
Ｃ
建
協
本
部
に
来
訪
さ
れ
、
同
日
開
催

の
理
事
会
前
に
、
当
選
御
礼
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
始
ま
る

　

令
和
７
年
６
月
13
日
開
催
の
国
土
交
通

省
道
路
局
と
の
意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
、

全
国
の
発
注
者（
各
地
方
整
備
局
、北
海
道

開
発
局
、沖
縄
総
合
事
務
局
、高
速
道
路
㈱
、

（独）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
）

と
の
意
見
交
換
会
が
始
ま
り
、
9
月
上
旬

ま
で
に
、北
海
道
開
発
局
、沖
縄
総
合
事
務

局
、北
陸
地
方
整
備
局
、近
畿
地
方
整
備
局
、

九
州
地
方
整
備
局
、中
国
地
方
整
備
局
、関

東
地
方
整
備
局
お
よ
び
西
日
本
高
速
道
路

㈱
と
の
意
見
交
換
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

《
Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案（
国
土
交
通
省
）》

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

　
　

確
保

　

②
Ｐ
Ｃ
新
設
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　

創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

①
完
全
週
休
２
日（
土
日
＋
祝
日
）の
更

　
　

な
る
推
進

　

②
総
労
働
時
間
の
削
減

　

③
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

　
　

Ｉ
Ｍ
活
用
）

　

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進（
新
技
術
促
進
）

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

　

①
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
の
推
進

　

②
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
要
請

５
．機
能
性
向
上
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性
を
有 

　

 

す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
建
築
の
推
進

　

①
官
庁
営
繕
・
土
木
営
繕
の
計
画
に
プ

　
　

レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

　

②
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
の
採
用
を
加

　
　

速
す
る
選
定
フ
ロ
ー
の
採
用　

功
労
表
彰
・
学
会
賞　
受
賞

・ 

令
和
７
年
建
設
事
業
関
係
功
労
者
等

　

 

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
森
拓
也
氏
、森
内
昭
氏

　
Ｐ
Ｃ
建
協
副
会
長
で
あ
る
森
拓
也
氏

（
ピ
ー
エ
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
）
と
Ｐ
Ｃ
建
協
理

事
で
あ
る
森
内
昭
氏
（
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

建
設
代
表
取
締
役
社
長
）が
、
令
和
７
年
建

設
事
業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
氏
は
Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
を
令
和
２
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
勤
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
令
和
４
年
か
ら
２
年
間
は
会
長
を
、
ま

た
、令
和
２
年
か
ら
２
年
間
及
び
令
和
６
年

か
ら
現
在
ま
で
副
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

森
内
氏
は
Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
を
令
和
２
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

・ 

令
和
６
年
度
土
木
学
会
賞　

田
中
賞　

　
業
績
部
門　

春
日
昭
夫
氏　

三
井
住
友

　

建
設
㈱
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー

　

Ｐ
Ｃ
橋
に
お
け
る
新
し
い
構
造
形
式
の

設
計
・
施
工
技
術
の
開
発
と
そ
の
国
際
展

開
へ
の
貢
献
に
対
し
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

春
日
氏
は
早
い
段
階
か
ら
国
際
的
な
活
動

に
尽
力
し
、
令
和
３
年
〜
令
和
４
年
に
欧

米
人
以
外
で
初
め
て
国
際
コ
ン
ク
リ
ー
ト

連
合 （
f
i
b
）会
長
を
務
め
た
際
は
、
世

界
的
な
潮
流
を
捉
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分

野
に
お
け
る
脱
炭
素
の
方
針
を
表
明
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
お
け
る
持
続
可
能

性
へ
の
貢
献
の
考
え
を
い
ち
早
く
示
し
ま

し
た
。

第
32
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を

開
催

　
「
第
32
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
」を
令

和
７
年
７
月
11
日
に
東
京
会
場
（
港
区
・

建
築
会
館
）
で
の
対
面
形
式
と
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
の
併
用
開
催
お
よ
び
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
で
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、事

前
登
録
制
で
約
１
０
０
０
人
の
登
録
が
あ

り
ま
し
た
。

　

各
講
習
の
演
題（
建
築
物
）と
講
師
は
次

の
と
お
り
で
す
。

⑴「（
仮
称
）
石
垣
市
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

琉
球
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
名
城
ビ
ー
チ
」

　
『
石
垣
市
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ

　

ナ
ル
の
設
計
・
施
工
―
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造

　

に
よ
る
島
の
新
た
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
』

　

㈲
ア
ト
リ
エ
・
門
口　

砂
川
佳
久
、
㈱

　

建
造
設
計　

伊
良
部
明

⑵「
荷
揚
複
合
公
共
施
設
」

　
『
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｄ
Ｔ
板
に
よ
る
快
適
な
執
務

　

空
間
の
実
現
』

　

㈱
久
米
設
計　

福
田
光
俊
、田
中 

敬

⑶「
明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

セ
ン

　

タ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
」

　
『
意
匠
・
設
備
・
構
造
計
画
の
調
和
を

　

Ｐ
Ｃ
技
術
で
実
現
し
た
大
学
校
舎
』

　

㈱
日
建
設
計　

大
塲
彬
史

⑷「
中
央
区
立
晴
海
西
小
学
校
・
中
学
校
」

　
『
Ｐ
Ｃ
ａ
技
術
で
実
現
す
る
あ
た
ら
し

　

い
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
』

　

㈱
石
本
建
築
事
務
所　

原
健
一
郎
、
榊

　

原
由
紀
子

▲ 懇親会で挨拶する堤会長

▲ けんざか参議院議員と堤会長

第
15
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を

開
催

　

令
和
７
年
７
月
17
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

「
第
15
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。今
回
は
約
１
３
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。報
告
会
で
は
各
委
員
会
か
ら

の
発
表
及
び
各
支
部
の
活
動
報
告
を
パ
ネ

ル
展
示
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
Ｐ
Ｃ
技
術
相
談
室
の
現
状
と
対
応
状
況

⑵
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
複
合
劣
化
に
対
す
る
予

　

防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
共

　

同
研
究（
中
間
報
告
）

⑶
Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
各
社
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促

　

進
事
例
紹
介

⑷「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

　

造
物
の
補
修
の
手
引
き
〔
外
ケ
ー
ブ
ル

　

工
法 

実
例
図
集
〕
２
０
２
５
年
３
月
」

　

の
発
刊

⑸
グ
ラ
ウ
ト
・
品
質
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動

　

状
況

　

春
日
昭
夫
三
井
住
友
建
設
㈱
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー
よ
り「
Ｐ
Ｃ
橋
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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Ｐ
Ｃ
建
協
第
13
回
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
７
年
５
月
15
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

第
13
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。同

日
開
催
の
理
事
会
で
は
、
退
任
の
稲
田
義

行
氏（
ド
ー
ピ
ー
建
設
工
業
㈱
）と
樋
口
靖

明
氏（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
）に
代

わ
り
、八
木
橋
浩
隆
氏（
ド
ー
ピ
ー
建
設
工

業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）、
鈴
木
洋
一
氏

（
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）
が
新
た
に
理
事
に
選
任
さ
れ
新

体
制
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
後
に
は
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。来
賓
に
は
国
土
交
通
副
大
臣
の
古

川
康
衆
議
院
議
員
、
佐
藤
の
ぶ
あ
き
参
議

院
議
員
、
国
土
交
通
省
よ
り
廣
瀬
昌
由
技

監
、
山
本
巧
道
路
局
長
を
お
迎
え
し
ま
し

た
。今
回
の
出
席
者
数
は
約
４
０
０
人
と
な

り
、
会
場
は
終
始
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

け
ん
ざ
か
茂
範
氏
、
参
議
院
議
員
選

挙（
比
例
代
表
）に
初
当
選

　

令
和
７
年
７
月
20
日
に
行
わ
れ
た
第
27

回
参
議
院
議
員
選
挙（
比
例
代
表
）で
、Ｐ
Ｃ

建
協
が
職
域
代
表
と
し
て
推
薦
し
て
い
た
、

け
ん
ざ
か
茂
範
氏（
元
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
長
）が
22
万
に
迫
る
票
を
獲
得
し
、

上
位
に
て
初
当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
１１
日
に
け
ん
ざ
か
茂
範
氏
ご
本
人

が
Ｐ
Ｃ
建
協
本
部
に
来
訪
さ
れ
、
同
日
開
催

の
理
事
会
前
に
、
当
選
御
礼
の
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
始
ま
る

　

令
和
７
年
６
月
13
日
開
催
の
国
土
交
通

省
道
路
局
と
の
意
見
交
換
会
を
皮
切
り
に
、

全
国
の
発
注
者（
各
地
方
整
備
局
、北
海
道

開
発
局
、沖
縄
総
合
事
務
局
、高
速
道
路
㈱
、

（独）
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
）

と
の
意
見
交
換
会
が
始
ま
り
、
9
月
上
旬

ま
で
に
、北
海
道
開
発
局
、沖
縄
総
合
事
務

局
、北
陸
地
方
整
備
局
、近
畿
地
方
整
備
局
、

九
州
地
方
整
備
局
、中
国
地
方
整
備
局
、関

東
地
方
整
備
局
お
よ
び
西
日
本
高
速
道
路

㈱
と
の
意
見
交
換
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

《
Ｐ
Ｃ
建
協
か
ら
の
提
案（
国
土
交
通
省
）》

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

　

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的
な

　
　

確
保

　

②
Ｐ
Ｃ
新
設
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

　
　

創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

　

①
完
全
週
休
２
日（
土
日
＋
祝
日
）の
更

　
　

な
る
推
進

　

②
総
労
働
時
間
の
削
減

　

③
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

　

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

　

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

　
　

Ｉ
Ｍ
活
用
）

　

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進（
新
技
術
促
進
）

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

　

①
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
の
推
進

　

②
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
要
請

５
．機
能
性
向
上
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性
を
有 

　

 

す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
建
築
の
推
進

　

①
官
庁
営
繕
・
土
木
営
繕
の
計
画
に
プ

　
　

レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

　

②
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
の
採
用
を
加

　
　

速
す
る
選
定
フ
ロ
ー
の
採
用　

功
労
表
彰
・
学
会
賞　
受
賞

・ 

令
和
７
年
建
設
事
業
関
係
功
労
者
等

　

 

国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
森
拓
也
氏
、森
内
昭
氏

　
Ｐ
Ｃ
建
協
副
会
長
で
あ
る
森
拓
也
氏

（
ピ
ー
エ
ス
・
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
㈱
代
表

取
締
役
社
長
執
行
役
員
）
と
Ｐ
Ｃ
建
協
理

事
で
あ
る
森
内
昭
氏
（
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
イ
ン
フ
ラ

建
設
代
表
取
締
役
社
長
）が
、
令
和
７
年
建

設
事
業
関
係
功
労
者
等
国
土
交
通
大
臣
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
氏
は
Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
を
令
和
２
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
勤
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
令
和
４
年
か
ら
２
年
間
は
会
長
を
、
ま

た
、令
和
２
年
か
ら
２
年
間
及
び
令
和
６
年

か
ら
現
在
ま
で
副
会
長
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

森
内
氏
は
Ｐ
Ｃ
建
協
理
事
を
令
和
２
年

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
務
め
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

・ 

令
和
６
年
度
土
木
学
会
賞　

田
中
賞　

　
業
績
部
門　

春
日
昭
夫
氏　

三
井
住
友

　

建
設
㈱
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー

　

Ｐ
Ｃ
橋
に
お
け
る
新
し
い
構
造
形
式
の

設
計
・
施
工
技
術
の
開
発
と
そ
の
国
際
展

開
へ
の
貢
献
に
対
し
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

春
日
氏
は
早
い
段
階
か
ら
国
際
的
な
活
動

に
尽
力
し
、
令
和
３
年
〜
令
和
４
年
に
欧

米
人
以
外
で
初
め
て
国
際
コ
ン
ク
リ
ー
ト

連
合 （
f
i
b
）会
長
を
務
め
た
際
は
、
世

界
的
な
潮
流
を
捉
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
分

野
に
お
け
る
脱
炭
素
の
方
針
を
表
明
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
お
け
る
持
続
可
能

性
へ
の
貢
献
の
考
え
を
い
ち
早
く
示
し
ま

し
た
。

第
32
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を

開
催

　
「
第
32
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
」を
令

和
７
年
７
月
11
日
に
東
京
会
場
（
港
区
・

建
築
会
館
）
で
の
対
面
形
式
と
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
の
併
用
開
催
お
よ
び
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
で
開
催
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、事

前
登
録
制
で
約
１
０
０
０
人
の
登
録
が
あ

り
ま
し
た
。

　

各
講
習
の
演
題（
建
築
物
）と
講
師
は
次

の
と
お
り
で
す
。

⑴「（
仮
称
）
石
垣
市
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　

琉
球
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
名
城
ビ
ー
チ
」

　
『
石
垣
市
に
お
け
る
ク
ル
ー
ズ
タ
ー
ミ

　

ナ
ル
の
設
計
・
施
工
―
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
造

　

に
よ
る
島
の
新
た
な
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
』

　

㈲
ア
ト
リ
エ
・
門
口　

砂
川
佳
久
、
㈱

　

建
造
設
計　

伊
良
部
明

⑵「
荷
揚
複
合
公
共
施
設
」

　
『
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｄ
Ｔ
板
に
よ
る
快
適
な
執
務

　

空
間
の
実
現
』

　

㈱
久
米
設
計　

福
田
光
俊
、田
中 

敬

⑶「
明
治
大
学
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス　

セ
ン

　

タ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
」

　
『
意
匠
・
設
備
・
構
造
計
画
の
調
和
を

　

Ｐ
Ｃ
技
術
で
実
現
し
た
大
学
校
舎
』

　

㈱
日
建
設
計　

大
塲
彬
史

⑷「
中
央
区
立
晴
海
西
小
学
校
・
中
学
校
」

　
『
Ｐ
Ｃ
ａ
技
術
で
実
現
す
る
あ
た
ら
し

　

い
街
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
』

　

㈱
石
本
建
築
事
務
所　

原
健
一
郎
、
榊

　

原
由
紀
子

▲ PC建築技術講習会の様子

建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰
森内 昭氏

建設事業関係功労者等国土交通大臣表彰
森 拓也氏

令和6年度土木学会賞　田中賞
春日 昭夫氏

第
15
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を

開
催

　

令
和
７
年
７
月
17
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で

「
第
15
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。今
回
は
約
１
３
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。報
告
会
で
は
各
委
員
会
か
ら

の
発
表
及
び
各
支
部
の
活
動
報
告
を
パ
ネ

ル
展
示
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
発
表
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴
Ｐ
Ｃ
技
術
相
談
室
の
現
状
と
対
応
状
況

⑵
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の
複
合
劣
化
に
対
す
る
予

　

防
保
全
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
共

　

同
研
究（
中
間
報
告
）

⑶
Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
各
社
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
促

　

進
事
例
紹
介

⑷「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

　

造
物
の
補
修
の
手
引
き
〔
外
ケ
ー
ブ
ル

　

工
法 

実
例
図
集
〕
２
０
２
５
年
３
月
」

　

の
発
刊

⑸
グ
ラ
ウ
ト
・
品
質
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動

　

状
況

　

春
日
昭
夫
三
井
住
友
建
設
㈱
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
・
フ
ェ
ロ
ー
よ
り「
Ｐ
Ｃ
橋
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構
造

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
Ｐ
Ｃ

技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
７
年
７
月
4
日
に
足
利
大
学
工
学

部
創
生
学
科
3
年
生
20
人
を
対
象
に
「
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
学『
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
つ
い
て
』」と
題
し
た
授
業

を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
と

緊
張
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
７
年
５
月
29
日
に
富
山
大
学
都
市

デ
ザ
イ
ン
学
部
都
市
・
交
通
デ
ザ
イ
ン
学

科
３
年
生
29
人
を
対
象
に
「
Ｐ
Ｃ
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。当
日

は
Ｐ
Ｃ
構
造
の
仕
組
み
や
作
り
方
に
つ
い
て

イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
模
型
を

用
い
た
座
学
と
緊
張
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
７
年
５
月
29
日
に
神
戸
大
学
工
学

部
市
民
工
学
科
の
３
年
生
62
人
を
対
象
に

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
学
」
と
題
し
た
授
業

現
場
見
学
会
を
開
催

　

現
場
見
学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
７
年
７
月
17
日
に
北
海
道
栗
山
町

の
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
栗
山
工
場

お
よ
び
長
沼
町
〜
栗
山
町
間
の
道
道
恵
庭

栗
山
線
馬
追
橋
架
替
工
事（
上
部
工
）の
工

事
現
場
で
北
海
道
科
学
大
学
工
学
部
都
市

環
境
学
科
２
年
生
と
教
員
42
人
を
対
象
と

す
る
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。本

橋
は
橋
長
３
１
１
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間
連
結

コ
ン
ポ
桁
橋
で
架
設
工
法
は
架
設
桁
架
設

工
法（
日
本
高
圧
・
ド
ー
ピ
ー
Ｊ
Ｖ
）で
す
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
７
年
６
月
11
日
に
愛
知
県
設
楽
町

の
設
楽
ダ
ム
瀬
戸
設
楽
線
５
号
橋
Ｐ
Ｃ
上

部
工
事
の
工
事
現
場
で
名
古
屋
大
学
工
学

部
環
境
土
木
・
建
築
学
科
の
学
生
35
人
を

対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
橋
は
橋
長
３
８
４
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連

を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
Ｐ
Ｃ
構
造
の
応
力

計
算
の
演
習
や
施
工
方
法
や
使
用
資
材
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
令
和
7
年
４
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

左
上
の
と
お
り
で
す
。

続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
架
設
工
法
は
片
持

架
設
工
法（
㈱
安
部
日
鋼
工
業
）で
す
。

そ
の
他

•
７
月
７
日
、
28
日　

昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
工
業
㈱
揖
斐
川
工
場
、
東
海
環
状
自
動

　

車
道
大
須
ヶ
洞
第
三
橋
他
２
橋（
Ｐ
Ｃ
上

　

部
工
）工
事
工
事
現
場　

名
古
屋
工
業
大

　

学　

46
人

•
６
月
27
日　

㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス
敦
賀
工

　

場　

阪
神
高
速
道
路
㈱
若
手
職
員
な
ど

　

16
人

•
７
月
11
日　

阪
神
高
速
道
路
㈱
震
災
資

　

料
保
管
庫　
Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
企
業
の
若

　

手
職
員
な
ど　

22
人

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　
令
和
７
年
７
月
１
日
に
岡
山
市
北
区
の

岡
山
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
の「
令
和
７

年
度
建
設
業
従
事
者
研
修 

橋
梁
保
全
Ⅱ

（
上
級
）（
主
催
：（
公
財
）岡
山
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
）」の
中
で
、
県
や
市
町
村
の
職
員

な
ど
48
人
を
対
象
に「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の

主
な
損
傷
と
対
策
事
例
」と
題
し
た
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
令
和
７
年
４
月
以
降
に
実
施
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

5月7日
5月13日
5月23日
5月29日
6月9日
6月16日
6月26日
6月27日
7月1日
7月7日
7月7日、14日
7月8日
7月9日
7月9日、23日
7月9日、23日
7月10日
7月11日
7月14日
7月23日
7月25日
7月25日

芝浦工業大学工学部
広島工業大学工学部
長野工業高等専門学校
岡山大学工学部
明石工業高等専門学校
東京都市大学建築都市デザイン学部
長崎大学工学部
東海大学建築都市学部
金沢大学理工学域
大分工業高等専門学校
佐賀大学理工学部
長岡技術科学大学環境社会基盤工学課程
国士舘大学理工学部
東洋大学理工学部
九州大学大学院工学研究院
信州大学工学部
東京電機大学理工学部
琉球大学工学部
宮崎大学工学教育研究部
愛知工業大学工学部
九州工業大学大学院工学研究室

関東
中国
関東
中国
関西
関東
九州
関東
北陸
九州
九州
北陸
関東
関東
九州
関東
関東
九州
九州
中部
九州

4月28日、5月12日、
19日、6月2日 名古屋工業大学工学部中部

学校名支部名開催日令
和
７
年
度
Ｅ
Ｅ
東
北,25
に
出
展

（
東
北
支
部
）

　

建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど
の

展
示
会
「
Ｅ
Ｅ
東
北
’25
」が
令
和
７
年
６
月

４
日
と
５
日
に
仙
台
市
の
み
や
ぎ
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
「
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
」で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
過
去
最
多
の
１
万
８
３
０
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
、Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
は

「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
技
術
の
活
用
推
進
に

よ
っ
て
労
働
力
不
足
を
補
う
」
と
題
し
て
出

展
し
ま
し
た
。

第
34
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

　
（
公
社
）
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
は
「
第
34
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
令
和
７
年
10
月
23
日
と
24
日
に
福

井
県
福
井
市
の
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

（
福
井
市
民
福
祉
会
館
）」で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w.jpci.or.jp/

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
九
州
支
部
）

国
道
10
号
隼
人
道
路
（
隼
人
東
Ｉ
Ｃ
〜
加

治
木
Ｉ
Ｃ
）、４
車
線
化
完
成

　

令
和
７
年
６
月
15
日
に
鹿
児
島
県
の
国

道
10
号
隼
人
道
路
隼
人
東
Ｉ
Ｃ
〜
加
治
木

Ｉ
Ｃ（
延
長
７
・
３
㎞
）の
４
車
線
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。こ
の
完
成
に
よ
り
、さ
ら
な
る

安
全
性
の
向
上
に
加
え
、災
害
時
の
代
替
路

確
保
、
救
急
搬
送
時
の
リ
ス
ク
低
減
、
地
域

産
業
の
活
性
化
な
ど
が
４
車
線
化
に
よ
る

整
備
効
果
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

霧
島
市
の
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
催
さ
れ
た
式
典
に
は
自
治
体
な
ど

の
関
係
者
が
約
１
０
０
人
出
席
し
、テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
で
こ
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

•
岐
阜
県
道
１
１
８
号
及
び
愛
知
県
道
１

　
３
５
号
羽
島
稲
沢
線
新
濃
尾
大
橋
・
取

　

付
道
路

•
兵
庫
県
道
９
号
豊
岡
竹
野
線　

城
崎
大

　

橋（
本
誌
19
ペ
ー
ジ『
P
C
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ

　
イ
ス
た
ち
』参
照
）

•
和
歌
山
県
国
道
42
号　

冷
水
拡
幅
・
有

　
田
海
南
道
路（
海
南
市
〜
冷
水
）
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編集後記
　今回のルポは、2005年日本国際博覧会（通称愛・地球博）から20年を迎えた愛知県を取材しました。
　万博開催に合わせて整備された中部国際空港セントレア・東部丘陵線リニモ・高速道路の橋梁達が、玄関となり、足となり、盛り上がりの基礎となりまし
た。今でも多くの人たちの生活や観光を支えているPC技術に、深い敬意を抱きます。まもなく閉幕を迎える大阪万博ですが、新たに作られ、整備されたPC
建造物に思いを馳せながら見学にいくのも一興かと思います。また当時の展示物を、現在もいろんなところでみることができます。優雅にモーニングで一日
を始め、柳橋中央市場や大須商店街で食べ歩き、ひつまぶしに舌鼓を打ちながら、愛・地球博の名残のある観光地を巡るのも旅の面白さだと思います。
　「よくわかる！PC基礎講座」ではUコンポ橋の紹介をしております。
　「PCのニューフェイスたち」では2024年度に誕生した15作品を紹介しております。今号はPC橋の撤去工事が紹介されております。橋梁をはじめ、建築、
補修補強部門と併せて、PC技術の魅力をお伝えできれば幸いです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（福井）

荒瀬 美和（編集委員長）、 石井 一生（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、湯山 芳夫、 黒木 信秀、 鈴木 裕二、
松井 敏二、堀 重伸、大塚 俊介、  牧　哲史、太野垣 泰博

編集委員会
荒畑 智志（部会長）、 武藤 浩美（副部会長）、 木村 良輔（副部会長）、
瀬戸 裕一郎（副部会長）、園田 健児、 河野 雅弘、 喜多 俊介、三輪 祥大、 浅野 真人、 
畑中 俊樹、福井 大樹、 中田 清博、 直井 秀市、 小林 晃一、渡邉 絵美、吉野 正道

編集部会

現
場
見
学
会
を
開
催

　

現
場
見
学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
７
年
７
月
17
日
に
北
海
道
栗
山
町

の
日
本
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
栗
山
工
場

お
よ
び
長
沼
町
〜
栗
山
町
間
の
道
道
恵
庭

栗
山
線
馬
追
橋
架
替
工
事（
上
部
工
）の
工

事
現
場
で
北
海
道
科
学
大
学
工
学
部
都
市

環
境
学
科
２
年
生
と
教
員
42
人
を
対
象
と

す
る
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。本

橋
は
橋
長
３
１
１
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
７
径
間
連
結

コ
ン
ポ
桁
橋
で
架
設
工
法
は
架
設
桁
架
設

工
法（
日
本
高
圧
・
ド
ー
ピ
ー
Ｊ
Ｖ
）で
す
。

（
中
部
支
部
）

　

令
和
７
年
６
月
11
日
に
愛
知
県
設
楽
町

の
設
楽
ダ
ム
瀬
戸
設
楽
線
５
号
橋
Ｐ
Ｃ
上

部
工
事
の
工
事
現
場
で
名
古
屋
大
学
工
学

部
環
境
土
木
・
建
築
学
科
の
学
生
35
人
を

対
象
に
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

本
橋
は
橋
長
３
８
４
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
３
径
間
連

続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋
で
架
設
工
法
は
片
持

架
設
工
法（
㈱
安
部
日
鋼
工
業
）で
す
。

そ
の
他

•
７
月
７
日
、
28
日　

昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
工
業
㈱
揖
斐
川
工
場
、
東
海
環
状
自
動

　

車
道
大
須
ヶ
洞
第
三
橋
他
２
橋（
Ｐ
Ｃ
上

　

部
工
）工
事
工
事
現
場　

名
古
屋
工
業
大

　

学　

46
人

•
６
月
27
日　

㈱
日
本
ピ
ー
エ
ス
敦
賀
工

　

場　

阪
神
高
速
道
路
㈱
若
手
職
員
な
ど

　

16
人

•
７
月
11
日　

阪
神
高
速
道
路
㈱
震
災
資

　

料
保
管
庫　
Ｐ
Ｃ
建
協
会
員
企
業
の
若

　

手
職
員
な
ど　

22
人

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　
令
和
７
年
７
月
１
日
に
岡
山
市
北
区
の

岡
山
県
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
で
の「
令
和
７

年
度
建
設
業
従
事
者
研
修 

橋
梁
保
全
Ⅱ

（
上
級
）（
主
催
：（
公
財
）岡
山
県
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
）」の
中
で
、
県
や
市
町
村
の
職
員

な
ど
48
人
を
対
象
に「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の

主
な
損
傷
と
対
策
事
例
」と
題
し
た
講
義
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
令
和
７
年
４
月
以
降
に
実
施
さ
れ

た
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
は
次
の
と
お
り
で
す
。

4月24日

4月24日

5月20日

7月4日

7月31日

東北

東北

関東

九州

東北

32人

91人

83人

24人

43人

人数主催・共催講習会支部名開催日

令和７年度第１回橋梁アセット
マネジメント担当者会議

令和7年度第1回技術講習会

令和7年度第1回
橋梁メンテナンス技術研修会

令和7年度橋梁維持管理研修

青森県県土整備部道路課橋梁・
アセット推進グループ

（NPO）
秋田道路維持支援センター

埼玉橋梁メンテナンス研究会

（公財）
宮崎県建設技術推進機構

令和7年度
建設技術基礎研修（橋梁編）

（公財）
山形県建設技術センター

令
和
７
年
度
Ｅ
Ｅ
東
北,25
に
出
展

（
東
北
支
部
）

　

建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど
の

展
示
会
「
Ｅ
Ｅ
東
北
’25
」が
令
和
７
年
６
月

４
日
と
５
日
に
仙
台
市
の
み
や
ぎ
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
「
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
」で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
過
去
最
多
の
１
万
８
３
０
０
人

の
来
場
者
が
あ
り
、Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
は

「
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
技
術
の
活
用
推
進
に

よ
っ
て
労
働
力
不
足
を
補
う
」
と
題
し
て
出

展
し
ま
し
た
。

第
34
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
開
催
の
お
知
ら
せ

　
（
公
社
）
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
学
会
は
「
第
34
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
令
和
７
年
10
月
23
日
と
24
日
に
福

井
県
福
井
市
の
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ

（
福
井
市
民
福
祉
会
館
）」で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
は（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク ▲ PC建協ブースの様子

リ
ー
ト
工
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

https://w
w
w.jpci.or.jp/

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
九
州
支
部
）

国
道
10
号
隼
人
道
路
（
隼
人
東
Ｉ
Ｃ
〜
加

治
木
Ｉ
Ｃ
）、４
車
線
化
完
成

　

令
和
７
年
６
月
15
日
に
鹿
児
島
県
の
国

道
10
号
隼
人
道
路
隼
人
東
Ｉ
Ｃ
〜
加
治
木

Ｉ
Ｃ（
延
長
７
・
３
㎞
）の
４
車
線
工
事
が
完

成
し
ま
し
た
。こ
の
完
成
に
よ
り
、さ
ら
な
る

安
全
性
の
向
上
に
加
え
、災
害
時
の
代
替
路

確
保
、
救
急
搬
送
時
の
リ
ス
ク
低
減
、
地
域

産
業
の
活
性
化
な
ど
が
４
車
線
化
に
よ
る

整
備
効
果
と
し
て
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

霧
島
市
の
隼
人
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
催
さ
れ
た
式
典
に
は
自
治
体
な
ど

の
関
係
者
が
約
１
０
０
人
出
席
し
、テ
ー
プ

カ
ッ
ト
な
ど
で
こ
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

そ
の
他

•
岐
阜
県
道
１
１
８
号
及
び
愛
知
県
道
１

　
３
５
号
羽
島
稲
沢
線
新
濃
尾
大
橋
・
取

　

付
道
路

•
兵
庫
県
道
９
号
豊
岡
竹
野
線　

城
崎
大

　

橋（
本
誌
19
ペ
ー
ジ『
P
C
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ

　
イ
ス
た
ち
』参
照
）

•
和
歌
山
県
国
道
42
号　

冷
水
拡
幅
・
有

　
田
海
南
道
路（
海
南
市
〜
冷
水
）

し  

み
ず
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